
唐田 まもる（からだ まもる） 
 
【プロフィール】 
50 歳。男性。 
西区在住の会社員であり、西区発の仮想演歌歌手。 
からしをつけたシュウマイが好物。 
お酒が好きで、これまで週に 6 日以上、晩酌を続けてきた。 
50 歳を過ぎた頃、飲酒の翌日に体の不調を感じることが増えてきた。 
そして、健康診断で数値が要注意となった。 
さらに、親しい友人が入院したことをきっかけに、 
お酒が体に与えるリスクについて改めて学ぶようになる。 
「からだを守りながら、酒と付き合う」。 
そうした思いから、自分と同じように働き盛りでお酒好きな仲間たちや若い後輩に、 
健康に気を配った飲み方を伝えたいと考えるようになる。 
2026年、西区役所に来たところをスカウトされ、 
仮想演歌歌手・唐田まもるとしてデビュー。 
 
【公式メッセージ】 
みなさん、こんにちは。 
西区の仮想演歌歌手、唐田まもるです。 
このたび、「きゅきゅきゅ休肝日」でデビューさせていただくことになりました。 
実は、私、お酒は大好きでした。 
若いころは仕事帰りに、よく飲みに行きましたね。 
でも、50 を過ぎてから、 
だんだんと、からだのことが気になるようになりました。 
そして、ふと、昔の後輩や仲間の顔が浮かんできたんです。 
――あいつら、元気にやってるかな。 
――お酒、ちょっと飲みすぎてないかなって。 
演歌って、いいですよね。気持ちが伝えられる。 
お酒のことを歌うなら、演歌がいちばんだと思いました。 
からだをまもる飲み方を、演歌で伝えたい。 
そんな思いを込めて 
みなさんと、みなさんの大切な人のからだのために歌います。 
聞いてください。「きゅきゅきゅ休肝日」。 
 
※唐田まもるは、架空の人物であり、実在の人物とは一切関係がありません。 


